
　
　
　
　

は
じ
め
に　

	

豊
田
由
貴
夫　
　
6

序　

章　

日
本
人
は
な
ぜ
眠
ら
な
い
の
か　

	

―
そ
の
文
化
的
・
社
会
的
要
因

―　
　

	

豊
田
由
貴
夫　
　
24

　
　

睡
眠
の
「
歴
史
と
環
境
」
を
た
ど
る

第
１
章　

日
本
に
お
け
る
寝
具
の
歴
史
　
　	

岩
田
有
史
・
睡
眠
文
化
研
究
会　
　
48

第
２
章　

寝
所
の
建
築
史

	

―
日
本
住
宅
に
お
け
る
眠
り
の
空
間
の
系
譜

―　
　

	

小
沢
朝
江　
　
74

第
３
章　

光
環
境
の
変
遷
と
日
本
人
の
睡
眠
　

	

―
千
年
で
変
わ
っ
た
こ
と
変
わ
ら
な
い
こ
と

―　
　

	

小
山
恵
美　
　
99

	

コ
ラ
ム　
枕
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
誕
生
小
史　
　

	

鍛
治　

恵　
　

124 

　
　

睡
眠
を
「
行
動
」
で
と
ら
え
る

第
４
章　

夢
の
民
族
誌
　

	

―
世
界
の
人
は
ど
ん
な
夢
を
見
る
の
か

―
　
　
　	

豊
田
由
貴
夫　
　

128

第
５
章　

日
本
文
学
に
お
け
る
夢
文
化
の
拡
が
り
と
非
在
　
　　
　

	

―
そ
の
諸
相
を
た
ど
る

―　
　

	

荒
木　

浩　
　

150

第
６
章　

眠
れ
な
い
登
場
人
物
、
眠
り
す
ぎ
の
登
場
人
物

	

―
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
に
お
け
る
睡
眠
の
演
劇
的
効
果

―　
　

	

北
村
紗
衣　
　
174

第
７
章　

金
縛
り
と
文
化

	

―
現
象
は
生
理
学
的
に
規
定
さ
れ
、

	

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
解
釈
は
文
化
に
よ
り
彩
ら
れ
る

―　

	

福
田
一
彦　
　

195

	

コ
ラ
ム　
食
後
寝
る
と
ウ
シ
に
な
る　
　
　

	

ブ
リ
ギ
ッ
テ
・
シ
テ
ー
ガ　
　
216
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睡
眠
の
「
現
場
」
か
ら
つ
た
え
る

第
８
章　

現
代
人
の
睡
眠
行
動
と
睡
眠
環
境
　

	

―
眠
り
の
文
化
理
論
へ

―　

	

藤
本
憲
一　
　

220

第
９
章　

極
北
の
眠
り

	
―
イ
ヌ
イ
ト
の
文
化
人
類
学
的
調
査
よ
り

―	

本
多
俊
和　
　

241

第
10
章
　「
あ
と
は
、
寝
る
だ
け
」

	

―
東
日
本
大
震
災
の
避
難
所
か
ら

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
眠
を
考
え
る

―	

ブ
リ
ギ
ッ
テ
・
シ
テ
ー
ガ　
　
261

	

コ
ラ
ム　
眠
り
の
マ
ン
ガ
／
マ
ン
ガ
で
眠
る	

イ
ト
ウ
ユ
ウ　
　

287

　
　

睡
眠
の
「
可
能
性
」
を
さ
ぐ
る

第
11
章　

現
代
日
本
社
会
の
病
と
眠
り
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ	

中
川　

晶　
　

290

第
12
章　

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
眠
り

	

―
進
化
か
ら
み
た
私
た
ち
の
睡
眠

―	

座
馬
耕
一
郎　
　

314

	

コ
ラ
ム　

睡
眠
の
研
究
を
俯
瞰
す
る
と	

福
田
一
彦　
　

335

睡
眠
文
化
研
究
の
め
ざ
し
て
き
た
も
の
―
あ
と
が
き
に
か
え
て	

重
田
眞
義　
　

337

執
筆
者
紹
介　

351
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